
平成２４年３月３日

関 西 広 域 連 合

北陸新幹線(敦賀以西)ルート提案に係る基本方針(案)

北陸新幹線(敦賀以西)ルートについて、関西広域連合は、部会を設置し、

費用便益分析、経済効果や課題等について鋭意検討を進めているところであ

るが、その検討に当たっては、以下の基本方針に基づいて行うことに、広域

連合の各構成員は合意する。

１．広域連合の各構成員は、北陸新幹線が災害時の東海道新幹線の代替

機能を果たすとともに、北陸圏および北関東・信越圏と関西圏を結ぶ

国土政策として、極めて重要で早急な整備が必要な事業であることを

共有し、関西全体の利益を考慮する。そのため、ルート提案にあたっ

ては、開業までの期間、費用対効果（時間短縮効果をはじめとする利

用者便益／建設・事業コスト等）、開業による波及効果などを主たる評

価基準とし、総合的に判断する。

２． 広域連合の各構成員は、地元の意見を踏まえ、ルート提案に伴って

発生する並行在来線の問題等、様々な地域課題やコスト負担のあり方

について、関西全体で解決を図る。

３．広域連合の各構成員は、部会での検討結果及び議会（連合議会・各

府県議会）の意見を踏まえ、平成２４年度末を目指して、全構成員の

同意をもって、広域連合としてのルート提案に向けた結論を出す。
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